
○諮問事項：持続可能で豊かな地域社会の形成に資する市民活動及び協働の推進について 

○諮問趣旨：市民活動推進委員会は、新たな感染症の流行や気候変動等により、今までの価値観が転換・

変化する状況（パラダイムシフト）において、持続可能で豊かな地域社会の構築に貢献する

市民活動と協働を推し進めるため、市が今後何をすべきか答申する。 

○答申の方向性 

・答申する対応策は、市の市民活動及び協働が進むべき対応の方向性を定めた第 7 期答申（改定指針）

と同じ方向を向くものとする。 

・答申すべき内容は、今後数年のうちに市が取り組むべき具体的な対応策である。 

市が重点的に取り組むためにも対応策は限定的な数とし、限られた資源を有効活用した効果的な取組

を提言する。 

・参加を促進する取り組みがない 
（参加する機会の提供） 
（参加モチベーションの向上） 
（情報の明確化・透明化） 

・多様な主体の交流の促進ができて
いない 

・担い手育成ができていない 
・理解の促進ができていない 
・事業化や事業の安定化ができてい
ない 

・資金の調達ができていない 

結果は資料３を参照 

今回の作業 

・
・
・

理想の市民活動・協働の姿（持続可能で豊かな地域社会） 

問題（ギャップ） 
問題から原因を探る 対応策 

現状 

・活動が持続・発展する市 活動・協働
・多様な主体が参加・交流している市 活動・協働
・地域課題に関 を持った 々を 動へとつなげる市 活動・協働

第2回 

第４回：原因の発散 次年度第2回 

第３回 

第３回 

第 8期市民活動推進委員会における議論の概要 
■諮問 

■これまでの議論 

第５回：さらなる原因

の深堀 

資料１


